
リョウブ
［木本］《嗜好》

区別のポイント

樹皮は茶褐色で平滑、斑にはがれ落

ちる。山地で普通に見られる。

形態 落葉高木。

分布 北海道（南部）・本州・四国・九州

名前の由来 中国名：令法から（昔、救荒作物として指定し令法を発した）。

葉 〈全体〉倒卵状長楕円形で長さ８～ 15 ㎝。

〈付き方〉互生で枝先に集まって付く。

〈葉柄〉１～４㎝で軟毛が密生する。

〈基部〉くさび形。

〈葉先〉短く尖る。

〈縁〉鋭鋸歯。

備考 若葉は山菜。

出典 １

葉脈や葉柄は赤い。 林内や林縁でも見られる。

剥皮されたリョウブ。


